
会 報

平成23年信州医学会総会議事録

日 時：2011年２月21日(月），14：00～15：10

場 所：信州大学医学部第１会議室

開 会 の 辞 中山 淳

会長の挨拶 久保惠嗣

議 長 選 出 佐野健司（臨床検査部）に決定

議事記録者 池山 環（病理組織学講座）に決定

議 事

１ 平成23年・24年運営委員選挙結果報告

次の諸氏が選出された。

運営委員

小泉知展，駒津光久，櫻井晃洋

中山 淳，本郷一博，森田 洋

以上，承認された。

２ 平成23年運営委員会・編集委員会構成の承認

運営委員会

委員長 中山 淳

副委員長 櫻井晃洋

委 員

天野 純，石田文宏，江原孝史

小泉知展，駒津光久，塩沢丹里

多田 剛，本郷一博，森田 洋

なお下記１名が委嘱運営委員として推薦された。

齋藤直人

編集委員会

委員長 小泉知展

副委員長

天野 純，駒津光久，齋藤直人

塩沢丹里，多田 剛，中山 淳

本郷一博

委 員

浅村英樹，天野直二，池田宇一

池田修一，石田文宏，市川元基

植田秀穂，江原孝史，大橋俊夫

大森 栄，岡元和文，奥村伸生

奥山隆平，小栁清光，加藤博之

川 茂幸，相良淳二，櫻井晃洋

鈴木龍雄，竹下敏一，田中榮司

谷口俊一郎，西澤 理，能勢 博

野見山哲生，樋口京一，福嶋義光

藤本圭作，本郷 実，本田孝行

森田 洋，山田充彦，吉田邦広

会務部

森田 洋（部長），石田文宏（副部長）

以上，承認された。

３ 平成22年事業報告

石田編集委員長より，下記の報告があった。

① 信州医学雑誌は58巻１号から６号まで順調に発

行でき，原著論文６編，症例報告４編を掲載した。

原著論文の内３編は英文であり，その内の２編は

学位論文となった。

② 論文投稿も前年（21年）の倍以上の22編（内８

編は英文）であり，多くの編集委員に査読をお

願いすることで一定の水準を維持できた。なお，

rejectは２編あった。

③ 信州医学雑誌の電子媒体による公開は，一昨年

から始まった信州大学機関リポジトリの他にも３

月末から J-Stageで公開している。

４ 平成22年決算報告

多田会務部長より別紙・決算書に基づき説明があ

り，承認された。

５ 平成22年監査報告

多田会務部長より下記の報告があった。

「本年１月20日，平成22年１月１日から12月31日

までの会計監査を池田・小池監事が行った。帳簿，

書類，通帳，その他正しく整理されており適正に処

理されていた」

以上，承認された。

６ 平成23年事業計画

小泉編集委員長より，下記の説明があった。

「本年も６号刊行予定であり，59巻１号は既刊，

２号は現在校正中であり，３号以降も順調に投稿が

あり準備中である」

７ 平成23年予算計画

森田会務部長より別紙・予算書に基づき説明があ

り承認された。
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８ 第10回信州医学会賞授与式

下記の２名に久保会長より授与された（写真）。

原著論文部門

松本晶博（内科学第２講座）

『Comparison of Hepatitis B Virus DNA,RNA,and
 

Core Related Antigen as Predictors of Lamivudine
 

Resistance in Patients with Chonic Hepatitis B』

（信州医誌 58：153-162，2010）

症例報告部門

岩下明日香（長野赤十字病院）

『急速な腹水貯留にて死亡した腹膜原発肉腫型悪性中

皮腫の１例』

（信州医誌 58：69-74，2010）

９ その他

本年の運営委員会における審議事項として下記の

３点について意見交換がなされた。

① 会員増を図るための県内の研修医および医学科

学生の入会・会費等について。

② 信州医学雑誌投稿規程における投稿資格につい

て。

③ 信州医学会60周年（平成24年）の記念事業につい

て。

閉 会 の 辞 中山 淳 以上
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第10回信州医学会賞授与者

会長より授与された松本先生（左），岩下先生（右）
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